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視点から患者中心の視点に変わったことを表しています。当院で
は、2008年に看護相談室を開設し専従看護師を複数名配置し
ていたことから、退院支援職員としてスムーズに各部署へ配置す
ることができました。ソーシャルワーカーと共に、地域の連携機
関と顔の見える関係を強化し、病気や老いと向き合いながら自分
らしく住み慣れた地域でできるだけ長く生活できるために、協働
した支援を行っています。また、2013年から、地域の医療・介護
の資源に対する知識・制度を理解し、日常ケアの中で積極的に
退院支援を実践していくための退院支援リンクナースを各部署
に配置しました。
急性期病院の在院日数はさらに短縮し、医療依存度の高い状
態で在宅に移行していく患者さんが増加します。そこで2015年
度は、認定看護師による訪問看護師との同行訪問を開始しまし
た。同時に退院支援部門の専従看護師による退院前訪問、退
院後訪問を開始しました。これからは、退院支援リンクナースに
もその役割を拡大し、退院直後から病院の看護師が在宅に出向
き、患者さんの生活の場を自分の目で見て確認し、自分たちの
行った退院支援・退院指導の適切性を評価し、安定在宅着地
をサポートすることが課題です。また、急性期医療を必要とする
認知症を持った患者さんのケアや、人としての尊厳を守り、ADL
の維持・増進の一つとして、自力で排尿管理が完結できるため
の指導等にチームで取り組んでいく予定です。めまぐるしく変化
していく時代の中で、「信頼」を念頭に、患者さんにとって必要な
ことを考えるという視点で、今後も取り組みを継続していきます。

2016年4月1日付で副院長・看護部長を拝命しました。前任者
からバトンを受け取り、その責任の重さを実感すると同時に、今
まで築きあげてきたものを大切にしながら、さらに発展させてい
くことが自分に与えられた重要な任務だと思っております。
佐倉病院は地域の中核病院として「高度で安全な医療」を実
践する使命があります。病院執行部の一員となって、改めて医療
を取り巻く環境は、かつてないほど大きな変化に直面しているこ
とを実感しています。2016年度の診療報酬改定は団塊世代700
万人が後期高齢者となる2025年問題へ向けて2012年から3度目
の改定となり、重点課題である「地域包括ケアシステムの推進と
医療機能の分化・強化・連携」を一層深めるという方向性が提
示されました。その中で看護職に求められる役割に迅速かつ柔
軟に対応していく必要性を感じています。今改定で「退院調整」
から「退院支援」という用語に変わりました。それは、病院側の

副院長／
看護担当

髙 橋 初 枝
Hatsue Takahashi

2016年度診療報酬改定から考える
急性期病院の看護職に求められる役割

東邦大学医療センター佐倉病院広報誌　～地域医療の発展を目指して～（年 4回発行）

〒285 - 8741
千葉県佐倉市下志津564番地1
TEL  043-462-8811（代）
FAX  043-462-8820（代）
URL   http://www.sakura.med.toho-u.ac.jp

東邦大学医療センター佐倉病院
発行  広報委員会・東邦佐倉会事務局

Vol. 34

佐倉だより

医療の目的
質の高い医療を安全に提供する病院

病診（病）連携
地域に貢献する病院

教職員のあり方
人間愛を共有する病院

職場環境
楽しく明るくチャレンジする病院

生涯教育
良き医療人を育成する病院

基 本
理 念

質の高い公正な医療が受けられます

個人の尊厳が守られます
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2016年度診療報酬改定から考える
急性期病院の看護職に求められる役割
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　この度、2016年9月3日に『公開講座テーマ：がん撲滅キャンペーン～通院で出来るがん治療の
進歩～』を行いました。当院では、2009年に外来化学療法室を開設し、以後増床拡大を進め、現在
年間約5,000件の治療を行っています。この間、薬剤および副作用対策の進歩も著しく、また、チ
ーム医療としての支持療法体制も進めて参りました。今回の公開講座では、抗がん剤治療が外来
で行える時代、日常生活と両立する時代をテーマに、医師、薬剤師、看護師による講演を企画しま
した。
　当日は岡住（外科）より「固形がんの治療における抗がん剤の役割」を、手術前治療法、手術後治
療法、再発時治療法に分けて説明し、清水講師（内科）より「血液疾患の外来治療の拡がり」として、
血液疾患の発症と要因、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、骨髄異形成症候群、慢性骨髄性白血病など
の血液悪性疾患の診断と治療の進歩、外来化学療法の拡がりについて講演がなされ、「的確な診断
と適切な治療を受けることが重要であり、当院においては症例数も着実に増加し、安全な治療を
提供しています。」と伝えられました。次いで、日比野薬剤師より「抗がん剤の効果の仕組みと副作
用対策の進歩」として、薬剤の作用機序（殺細胞性抗がん剤と分子標的治療薬）、副作用対策（吐き気・
便秘・下痢・しびれ・口内炎・皮膚障害を中心に）についての講演があり、「外来で抗がん剤治療を安

全に行うためには、患者さんがご自宅で適切に副作用対策を行うことがとても重要になります。お困りの副作用は、お薬や日常生活の工夫
で改善する場合も多くあります。薬剤師はお薬の専門家として全力でサポートしますので、気になることがあればいつでも声をかけてく
ださい。」とメッセージが送られました。看護部からは、まず根本がん化学療法看護認定看護師より「外来でがん化学療法を受けている患者
の看護」として、外来化学療法室の実際の様子、がん治療による副作用対策とその看護、
緊急時の受診行動の目安が話され、「がん化学療法を安全・安楽に行い、患者の苦痛が最
小限にでき、その人らしく生きられるようお手伝いします。」とのメッセージが伝えら
れました。次いで、塚本がん性疼痛看護認定看護師より「がん患者相談」の紹介がありま
した。長い治療経過の中では様々な不安や心配事の出現が予想されます。患者さんとそ
のご家族が気軽に相談できる窓口として、当院では「がん患者相談」が開設されており、
専門の看護師が相談に応じています。「患者さんとそのご家族のお話を伺いながら、問
題が解決されるよう一緒に考えていきますので、抱え込まずに相談窓口をぜひ活用し
てください」とのメッセージが伝えられました。受講者の皆様からは多数の質問を受け
ました。これからも、安全で、安心できる外来化学療法室運営を継続し、さらに地域の皆
様の要望に応えていくことを約束して公開講座を終了いたしました。
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東邦大学医療センター佐倉病院公開講座
がん撲滅キャンペーン
～通院で出来るがん治療の進歩～
外科 教授　岡住 慎一
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公開講座の様子

ご参加お待ち致しております
ほぼ毎月、身近な疾患や症状をテーマにした公開講座を企画しておりま
す。多くの市民・医療関係者の皆様にご参加いただき、病気の予防や早
期発見、地域医療の発展に役立てていただければと考えております。
いずれの講座も14時から当院東棟7階・講堂で開催いたします。詳細は、
テーマごとに院内掲示およびホームページなどでご案内いたします。お
問い合わせや講演テーマのご要望がございましたら、総務課にご連絡下
さい。

公開講座スケジュール
2016 ~2017年　公開講座のお知らせ
入場無料・申込不要・200席
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# 10
　2016年 6月1日、東邦大学医療センター佐倉病院は、地域
医療支援病院として印旛市郡では 2番目、千葉県では15番目
の認定を受けました。地域医療支援病院は、医療施設機能の
体系化の一環として、患者に身近な地域で医療が提供される
ことが望ましいという観点から、紹介患者に対する医療提供、
医療機器等の共同利用の実施等を通じて、第一線の地域医療
を担うかかりつけ医、かかりつけ歯科医等を支援する能力を
備え、地域医療の確保を図る病院として相応しい構造設備等
を有するものについて、都道府県知事が個別に承認していま
す。

地域医療支援病院の承認には、左記の条件を満たす必要が
あります。

　申請には、紹介患者に対し医療を提供する体制における要
件に達することが課題でした。当院の現状に近い紹介率
50％かつ逆紹介率 70％以上の要件を目標とし、紹介・逆紹
介数を常に把握し病院運営会議、部長会、医局長会議にも状
況報告をし、全ての教職員に情報提供を行うようにしました。
なによりも地域の医療機関をはじめ、医師会、行政機関など
の皆様のご協力が不可欠であり、紹介・逆紹介だけでなく病
院全体に関してのご意見・ご要望を頂戴するため、アンケー
トの実施や医療機関に訪問させていただくなど、情報を収集
し少しずつ改善に努めて参りました。おかげさまで 2015 年
11月に目標値を上回り、現在も維持しております。
　また地域医療支援病院には、地域の医療機関からの要請に
適切に対応し、地域医療に対し必要な支援を行うため地域医
療支援委員会を設置する必要があります。今回 2016 年 7 月
5日に第 1回地域医療支援委員会（写真）を開催しました。
　地域の中核病院として、地域との密接な連携を図るため「医
療連携・患者支援センター」を中心に病院全体で今後も活動
していき、病院と地域が一体となって診療を継続する環境を
整え、患者さんが「最善の医療」を適切な場所で適切な時期
に受けることができるよう、地域と連携し地域内完結医療を
行う体制づくりに努めて参ります。
　皆様におかれましては、今後ともご支援・ご理解と更なる
ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

▎紹 介
　東邦大学医療センター佐倉病院眼科学教室は、1991
年に竹内忍先生が初代教授として開設され、2009 年
4 月からは前野貴俊教授が主催しております。開設以
来、特に難治性網膜硝子体疾患の診療・手術に力を入
れており、千葉県内のみならず全国より多数の患者さ
んを御紹介頂いております。最近では白内障は勿論の
こと、加齢黄斑変性症や緑内障、涙道疾患と幅広い疾
患において治療を行っております。様々な眼疾患の中
でも、とりわけ循環障害が引き金となって視力低下が
生じる疾患は失明の原因となりやすく、日常診療にお
いて、眼循環動態を正確に把握し、診療を行っていく
事が求められております。
　眼は全身の窓口と言われ、眼底は人体の中でも唯一、
血管の状態を非観血的に観察できる場所ですが、一見
して何も異常がないように見える眼底でも、眼循環の
低下を引き起こしている可能性が大いにあります。そ
れ故、眼血流を正確に測定および評価し、眼循環の異
常を早期に発見することは、疾病の予防や診断・治療
において極めて重要であると考えております。

▎眼循環外来
　Ocular Circulation Clinic の紹介（水曜日）

　2016年4月より、毎週水曜日に眼循環外来を創設い
たしました。
　本専門外来で行う内容は、眼血流を非侵襲的に短時
間で測定できる Laser speckle flowgraphy（LSFG）1）
を用いて、様々な網脈絡膜疾病と眼循環障害の関連、
糖尿病や高血圧、脂質異常症などの全身疾病と眼循環
障害との関連を解明していくことです。
　当科では、この LSFG を全国でもいち早く取り入れ、
長年臨床研究を行ってきました。測定した画像はカラー

マップとして表示され、解析ソフトにより数値化され、
光干渉断層計という検査機器で網膜・脈絡膜厚も同時
に調べる事で、疾病の病態をより正確に把握すること
が出来るようになり、それらの成果を数多く発表し、
日常診療へと生かしてきました。
　また、当科には仰臥位で眼血流が測定可能で、世界
に 1 台しかない LSFG-NAVI-OPE を眼科手術室に設置
しています。術中合併症を少しでも減らし、眼循環動
態に配慮した目に優しい硝子体手術を目指すべく、術
中眼血流動態の解明にも取り組んでおります。
　さらに、医師のみならず、眼科検査のスペシャリス
トである視能訓練士とチームを結成することで、病状
の改善へ向けて検査・外来・手術と総合的なチーム医
療のもと患者さんをサポートできる体制を整えており
ます。診療だけに終わらず大学病院としての使命でも
ある実臨床に基づくエビデンスを少しでも世界へ発信
すべく日夜励んでおります。
　今後、科の垣根を越えて様々な全身疾病と眼循環動
態の関連について探索していければと考えております
ので、網膜硝子体疾患のみならず診断不明の症例がご
ざいましたら、ぜひ眼循環外来まで御紹介頂けました
ら幸いでございます。今後とも、眼循環外来を宜しく
お願い申しあげます。
1） Laser speckle flowgraphy  橋本りゅう也、前野貴俊（眼科2016年 1月号）
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地域医療支援病院に認定されました
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右：仰臥位にて眼血流測定可能な LSFG-NAVI-OPE
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1. 紹介患者に対し、医療を提供する
 体制の整備
 紹介率 80％以上 か、
 紹介率 65％、かつ逆紹介率が 40％以上 か
 紹介率 50％、かつ逆紹介率が 70％以上

2. 共同利用させるための体制の整備
3. 救急医療を提供する能力
4. 地域の医療従事者に対する研修を
 行わせる能力（年間12回以上主催）

5. 200床以上の病床
6. 集中治療室等の必要設備

地域医療支援病院の条件

第 1回 地域医療支援委員会


